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赤 血球沈 降速 度 の季 節的動 括
岡山大学温泉研究所内科 (指導 大島良碓教授)
小 野 田
1･稗 貫
従来一般に赤血球沈降速度は (以下血沈と
略記)夏季促進し,冬季に遅延する傾向が認
められて屠り,小川1)は小諸に於て気団の結
核患者血沈に及ぼす影響について,相当温位
並に気湿と血沈値との相関は,各気団内にて
は種々複雑な関係があるが,全体としては相
当濃厚な相関を示すと発表し,栢井O-トも血沈
は{>月より10月まで促進し,冬季には遅延す
ると述べて居る.然るに上田等3)によれば,
健康者に於ける血沈値 (1時間低,24時闇値
並に戸塚4)の所謂血栗係数)の季節的変動
は,春夏秋冬の4季により何れも有意の差を
示さず,結核患者の血沈値も病勢の消長に左
右され,-JrLJltの関係は認められなかったと云
ラ.
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著者は当研究所内科に於て実施した,外来
並に入院患者の血沈値について調査し,特異
な季節的動揺をみとめたので以下に報告 す
る.
2.三朝に於ける気候的特徴
小川の観察が行われた小諸は,日本の中央
山脈の東南側の気候の特徴を示す区域にある
と考えられるが,三朝は中央山脈の北側であ
る山陰地方に在る･今小諸とほ 同ゞ様の気候
特徴を有すると思われる北山 (蓉科)と三朝
とについて,温泉大鑑により月別平均気候を
縦軸に,降水量を横軸にとE),その変化をみ
ると第 1図の如 く,冬季に於ける降水量は全
く対賠的で,三朝は多く,北山は少く,従っ
て湿度に関して特に冬季は両者に於ける気候
的差異が鉄管である･
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3･室温に放ける血沈値
昭和22年4月よE)昭和24年:3月に至る満2年
間に,Wer･tergren民法により血沈値測定を室
温にて実施した.外来及び入院の仝患者延
1405人について,疾病別を顧慮することなし
に集計し,更にそれ等を
(イ)血沈を促進すると考えられる疾患群
(ロ)それ以外の群
に二大別して,その各々の月別による算術平
均値 (中等価)を求めると,第1表及び第2図
に示す如くである.
図表中の血沈低は凡てKatzの式による中等
価を示し,測定は凡て宝過に於て行い,その
価は一定気湿に於ける場合の数隆に換貰して
居ないから,全 く見掛上の価である.図で明
かな如 く1年を通じて見掛上大体 1ケ月を週
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期として,3っの山谷がある如く思われる.
しかも全例,血沈促進性疾患常並に然らざる
群の3着が,同様な経過を辿っている点より
･一 ･一一一一 血沈促進群
-一一-･然らざる群
みて,季節的に血沈促進性の疾患々者の頻度
に差異があるものとは考えられない.そこで
全例に於ける平均値の差の検定を,山と谷と
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について実施してみると,5%の危険率で2月
と4机 4月と6月,6月と8汀,12月と2Jlとの
間には有意の差があE),8月と10月,10月と
12月との間には有意の差が認められ なかっ
た.
今宵川5)の中等価補正表により,可能な範
囲にて各室温に於ける血沈値を,各J-1の平均
気温に於けるものとみなして,夫々37度に補
正し,それらの月別平均値を求めてみると,
第2囲×- ×練で示されている様に,6月を
谷とする折線グラフとなる如 く予想される.
但し10度未満の場合の補正表は見当らなかっ
たので,厳寒期における変化は推定にすぎな
い.之は従来の夏季には一般に血沈値が促進
するという成績に反した結果である.
血沈値を左右する因子は温度のみでなく,
種々のものが挙げられて居 E),就中貧血が最
重要なものの一つとされている･Wintrol,JC6)
も ｢へマトクI)ツト値｣(Ht値と略記)によ
る血沈値の補正表を発表し,戸塚4)は更 に
Westergren民法による血沈2壬時間値からfTt値
を枕許する実験式を出して居る･
よって著者は温度による影響を除去する目
的で,毒温に於ける測定と共に,370C恒湿
罪 (ふ卯器)円で以後血沈測定を実施し,同
第 2 表
遊
時に21時間値をも記録した･
4.37oC恒温器内での血沈値
かくして得たる昭和24年10l-Jより空251年9
月に至る1年間における外来並に入院 患者
(絵計延1104人)の血沈値を月別に平均する
と第 2表及び第3図の如 くである･
本成績に於ても室温に於ける血沈低の撃動
は2F=],7月,ll)-1を谷とした三つのLJを描い
ているものの如 くで,前回の場合とよく一致
し,三朝に於ては夏季に血沈遅延の傾向があ
る如 く推定された.870Cふ卵若芽内での実験成
績をみると,5-8月の間即ち暑李に於て大fL
血沈遅延的傾向がうかがわれ,就中8月が1年
を通 じて最牧位 (平均32mm)に在った･然
るに翌0月には逆に促進著明にして,年間最
高のLl】mmとなっている.今 之を血沈促進性
疾患群 (イ)群と,それ以外の群 (ロ)群と
に別けて,その月毎の平均値を計算したもの
からみると,イ群では4月が最高 (舶mm),
次で 9月が第2位の引mm,7及び8別ま年間
最低で42mmであった･ロ群についてみれば
12月が最高 (21mm)で9月は第2位 (23mm),
4月が最低の 14mmであり,8月は年間平均
20mmに近い18mmとなった.即ち370Cふ卵
器内に於ける9月の全例の平均血沈値が一年
月 日I
畳上転血慧促 享紺 鋸 芸?)I(鋸 鋸 言描 吊 描 緑
同上,然らざる群
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第 3 図
I -1--X 仝 上 (血沈促進性疾患群)
JL ･･一一 仝 上 (上記以外の群).一一-●室温における血沈値 ＼全例)
一一一一 -マトクリット値 (全例)
l Il l Ⅳ V
の中最高になったのは,血沈促進性疾患群の
該値が高度であったことが一閃をなしている
と考えられるが,之が真因が季節による血沈
値の轡動に基 くものか,又は病勢の強弓弓その
ものによるかは俄かには断定できない.
戸域4)は血沈24時闇値 (S34) とtIt値 (h)
とのrilに次の如き関係が成立すると発表して
いる･ h-誓 -silx‡
-万別時間値を堂過におけるものと,恒温
器内におけるものとについて比較するに,10
月では前者が平均96mm,後者は99mm とな
E),住に恒温器内での場合が大で あったが,
この両者の差は推計学的には有意とはいえな
かった.よって370Cに於ける24時間値によ
り,戸塚の実験式を用いてHt値を求め,そ
の月別平均を計算すると,年間を通 じて著
変はないが,最高は1月の33%,最低は9月
の29%で,年間平均は31%であった.之よE)
みるに9月の血沈値が高かったのは,同月の
69
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Ht値が低いことも一因をなしているか も し
れない･然しこのHt値の月別による差は危
険率t',%では有意とならなかった.(第9表及
び第3図参照〕
5.考 接
環境の轡化が生活現象に影響を及ぼすこと
は明かであるから,血沈も外因によめ変動を
うけるであろうことは想像にかたくないが,
緒言にも述べた如 く,小川は血沈と気団との
濃厚な相閑 々係を認めている.
黒田 7)8)によれば血液水分は冬季に小であ
E),ロ 値ーは1月に大で,月と共に7 9,4月
に極′ト値,6月には上昇,極 大値となるが,
8月には再び下E)第2の極′ト値とな少以後す
ぐ上昇すると述べ,谷茂岡9) も血液水分量は
夏増加することを認めている･一方血沈は貧
血の程度により著明に左右されるものである
から,夏季には一般に認められている如 く,
血沈が促進する傾向あDと想像され,事実小
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川'栢井等も之を認めているが,上田葦は逆
に-定の傾向が認められないと云う.然に著
者の成績に於ては予想に反して,夏季に血沈
遅延的傾向が認められた.
血沈は血中グロブリンの増加によD促進さ
れるが,同僚河本並に著者の行った血清グロ
ブリン対アルブミン比には,明かな季節的変
動を見出すことができなかった.(未発表)然
るに血沈と同様に血清蛋白体と関連のある高
田反応に関し,大畠･川上1'0)は当研究所に於
てその強さに季節的の変動を認め,7月が最
低で,12,1,2の3ケ月には高値を示すことを
認めて居る･即ち三執こ於ては冬季に血液の
豚貫反応が先進するが如き傾向があることに
なり,著者の血沈に関する成績と一致する.
従って著者の認めた夏季に於ける血沈の遅延
は夏孝における絶対的遅延とみるよりも,寧
ろ冬季に何等かの影響により血沈が 促進 さ
れ,相対的に夏季遅延の傾向を示したのでは
ないかという事も考慮されなけれ ば な らな
い･此の点に於て三朝が冬季に気温が低いの
みか,湿度の高い即ち中央山脈の東南側地方
とは全 く対舵的な気候学的特徴を有する事実
に任意する必要があるのではたかろうか.
何Ht値については著者は黒田の認めた様
な明かな季節的差異を認め得なかったが,寡
李には精 大々 となる如き傾向が うかが われ
逝
た.
血沈24時間低が気温による影響を余Dうけ
ないことは,若飴 ･田畑1n上田1-2)等も認めて
居り,著者の成績も之と一致した.
6･総 括 と 結 論
著者は昭和22年4月～21年3月及び昭和24
年10月-2;I)年9月の間に,当研究所内科に於
て実施した外来及び入院患者延2509人の血沈
値につき,その季節的変動に園し統計的観察
を行い,次の如き結論を得た.
1)室温に於て測定した血沈値については2
刀,6又は7仇 11月を谷とする三つの週期的
変動を認めた.之等の測定値につき温度によ
る補正を行うと,夏季に血沈遅延の傾向があ
ることが推定せられた･
52)370Cふ卵器内における血沈値からみる
ち,当地の患者の血沈値は冬季に比 し,夏季
に於て相対的に遅延の傾向を示すことを認め
た.
3)血沈24時間値の外気温の変動による動
揺は推汁学的に有意とならなかった.
4)へマトク.)ツト値は寒李に於て倭 に上
昇の傾向が認められた.
稿を終 るに等V)終始御鑑駕なる御指導 と御校閲
とを頂いた恩師大島教授に心から御礼申上げる･
倍本論丈の要旨引ま昭和24年10月俸4回日本内科
学会中国四国地方会にて発表 したことを附 記 す
る.
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